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「最後まで走りぬく力」 
校長 三 上 智 之 

  

 校庭の木々はきれいに色づいたと思ったら、あっという間に葉を落とし、冬支度を始めているようです。今

年は冬の訪れが例年より早い気がします。窓にたくさんついていたカメムシもすっかりその数を減らしていま

す。今後は雪が降ったり融けたりを繰り返しながら一歩一歩冬に近づいていくことでしょう。 

 １０月１７日（土）にマラソン記録会を実施しました。この記録会に向けて、子どもたちは日々練習に取り

組んできました。走ることが大好きな子もいれば、走ることが苦手な子、長い距離を走ることに不安を感じて

いる子もいます。走り始めは元気でも、少しずつ息が苦しくなり、足が重くなることもあります。「もう少し

頑張ろう」「あと少しだ」と自分に言い聞かせながら、一歩一歩前へ進んでいくことは、決して簡単なことで

はありません。しかし、苦しさを乗り越えながら走り続ける経験には、子どもたちを大きく成長させる力があ

ります。本校のマラソン記録会は、自分の走力に合わせて走る距離を自分で決めています。昨年より長い距離

に挑戦する子、同じ距離でもタイムを短縮しようと頑張る子など、個人個人違った目標で取り組みを進めてき

ました。何より大切にしたいのは、結果だけではなく、そこに至るまでの一人一人の努力や挑戦する気持ちで

す。例えば、昨年よりも少し長く走れるようになった子、苦しくなっても歩かずに最後まで走り切ろうとする

子、練習を重ねるうちに自信をもてるようになった子など、それぞれの子どもに、それぞれの成長がありま

す。たとえ当日の体調で思うような結果がでなかったとしても、自分なりの目標に向かって努力し、最後まで

やり遂げることができたなら、それは大きな価値のある経験です。自分自身の頑張りを認め、「頑張ってよか

った」「次も挑戦してみよう」と思えることこそ、マラソン記録会の大切な意義の一つだと考えます。また、

マラソン記録会は、自分自身と向き合うだけでなく、人とのつながりを深める機会でもあります。苦しそうに

走っている友達に「頑張れ」と声をかけたり、一生懸命走る友達の姿を見て自分も頑張ろうと思ったりするこ

とがあるでしょう。自分が走っているときに、周りからの応援に励まされ、もう一歩前へ進む力が湧いてくる

こともあります。応援する人がいて、応援される人がいる。そこには、互いの頑張りを認め合い、支え合う温

かな心が育まれます。学校生活の中では、勉強や運動、友達との関わりなど、さまざまな場面で思いどおりに

ならないことがあります。苦手なことに挑戦しなければならないときや、努力してもすぐには成果が表れない

ときもあります。そのようなときに大切なのは、初めから諦めてしまうのではなく、できることから少しずつ

取り組み、粘り強く続けていくことです。マラソン記録会に向けた練習や本番での経験は、こうした力を育て

る貴重な機会となります。自分の弱さや苦手なことから逃げずに向き合い、昨日の自分より今日の自分が少し

でも成長できるように努力する。その積み重ねが、子どもたちの自信となり、これからの生活を支える力にな

っていくことでしょう。保護者の皆様、地域の皆様には、日頃より本校の教育活動に温かいご理解とご協力を

いただき、心より感謝申し上げます。いつも子どもたちへの温かな声援をありがとうございます。皆様の応援

を力に変えて、子どもたちが笑顔で充実感を得られるよう願っています。 

 
 
 

 

令和８年１０月３０日 第 ７ 号    発行責任者 潮路小学校長 三 上 智 之 

学 校 教 育 目 標 

豊かな心で学び続けるたくましい子の育成 
◎ よく考え 進んで学ぶ子（知） 

◎ 明るく 思いやりのある子（情） 

◎ ねばり強く やりぬく子（意）  

◎ すこやかで たくましい子（体） 

潮路小学校 ホームページ 
https://www.aurens.or.jp/~oshoro/ 

★学校だよりを掲載しています。 
子どもたちの様子を是非ご覧ください。 





 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


